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令和3年2月24日(水)　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：国光　奈美子
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＜連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・藪　真弓様～2/28退院指示、退院時処方依頼。あおぞらクリニック3/12(金)15:30受診予定。 

・佐々木　章洋様～臨時薬は同内容で７日分処方となる。

・城前　実様～昨日で臨時薬処方切れ。主治医へ報告し、今朝分から同内容で7日分処方となる。

・池田　康憲様～臨時薬は同内容で7日分。発作時の芍薬甘草湯エキス顆粒は7回分の処方あり。

・小笠原　久年様～不穏時レボトミン（25）7回分処方となる。

・小笠原　ミネ様～主治医不在にて、深澤Dr.より不安時乳糖1ｇ10回分処方となる。

・立花　圭様～ユベラ軟膏1本処方となる。
・橋本　とし様～14：00訪問調査行っている。3月中には認定結果が出る予定。

＜東病棟　入院・入室状況＞
【入院】
・藤村　悦子様～東Cユニット6号室
・的場　舞様～東Aユニット9号室
【転出】
・杉本　典子様～東Cユニット5号室→南Bユニット122号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～時間隔離中。自室やホールにて過ごされている。対面時はまとまりの無い話し掛けあるが、不穏・興奮は無く、落ち着いている。飲水ペースはやや早めだが、隠れての飲水行為は見られていない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、脱衣行為・他室侵入・他者の私物弄り等迷惑行為頻回である為、時間早めて開放観察終了。室内では奇声・自傷行為・不潔行動は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。朝食不食・昼食全量摂取。拒薬無し。オムツ交換の要求あり、女性スタッフより対応して頂いている。日勤帯で2度排尿確認している(最終排尿14:00過ぎ)。鋭利な木くずが床上に落ちている事あり、回収。自傷行為や不穏さは無い。拘束部位循環障害無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・池田　康憲様～8:55本人より下肢痛の訴えが聞かれ、漢方希望あり、こむら返り時の芍薬甘草湯1P内服。妄想発言や不穏・興奮は無く、対面時も落ち着いている。

・赤石　陽介様～来詰時にはスマホ要求やPSWと話がしたい(①今後について、②入院形態について、③生活保護について)との訴えあり、訴え傾聴・対応行っている。他者との交流も見られ、不穏・興奮は無く、落ち着いて過ごされている。

・中山　真由美様～各食1/3摂取。拒薬無し。自室にて臥床し過ごす事多い。対面時妄想発言聞かれる事はあるが、不穏・興奮は無く、落ち着いている。

・中里　キヨヱ様～各食2/3～全量摂取。服薬拒否無し。帰宅要求や不穏さは無く、対面時も落ち着いている。

・本間　啓子様～食事は配膳するが摂取拒否あり、各食数口～不食。服薬拒否は無い。日課の声掛けにもスタッフへ暴言を吐き、悪態をついている。粗暴行動は無いが、表情は硬く、終始不機嫌さあり。

・木村　美智子様～一時的に血圧76/48mmHgと低値見られているが、経過観察、再検にて102/58mHgへと上昇している。酸素飽和濃度は99～100％で経過。時折痰鳴あり、気管吸引にて白色～淡黄色の粘稠痰が引けている。発熱なし。						

＜深澤Dr.患者様診察情報＞
・澤口　利香様～全身のムズムズ訴え聞かれ、トリへキシフェニジル9㎎追加処方となる。また、現在のベッドではすのこを剥がし、危険物となるため、ベッドを変更し、身体拘束解除時間を設けるように指示あり。

・中山　真由美様～現在、多弁・会話のまとまりなさあるため、内服薬は持参薬を継続していくこととなる。状態落ち着き次第、薬剤調整していくこととなる。

・沼畑　勲様～臨時薬・点滴は同内容で継続処方となっている。食道裂肛ヘルニアあるため、面談を組む様指示あり。主治医希望としては3/3（水）午前中。田中Dr同席可能であれば田中Drより説明をしてもらえるよう依頼。

・中里　キヨヱ様～不穏なく経過していることから2/26よりクエチアピン減量となる。

・風穴　義信様～臨時薬継続処方となる。

・本間　啓子様～持参薬フスタゾール糖衣錠は飲みきり止めとなり、スタッフへの暴言等あるため、ＩＦオーダー追加となる。

・中島　モト様～臨時薬は同内容で継続処方。

[bookmark: _GoBack]＜入院患者様情報＞
日　　時：R3.2.24　10：30
氏　　名：藤村　悦子(ふじむら　えつこ)様
生年月日：昭和21年3月16日（74歳）
病　　名：アルツハイマー型認知症
性　　別：女性
主 治 医：深澤Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット6号室

（経過）
　八戸市にて出生。地元の小・中学校へ進学。中学3学年時、幻聴・妄想等の症状が出現し青木病院を初診。市内の高校へ進学したものの、病状が悪化し1学年時に中退。時期は不明だが、青木病院・弘前大学附属病院精神科へ計2回入院歴がある。退院後、松平病院へ転院し通院を継続。就職するも、長続きせず職を転々としていた。33歳頃、温泉を経営する一家の息子と結婚し1子もうける。しかし、34歳頃に離婚。「他人に見られている、害を受ける感じがする」等の幻聴・妄想等の症状が悪化し、松平病院へ入院(時期不明)。幼い長男の養育をすることが出来ず、長姉夫婦が長男を養子として引き取り養育していた。
　松平病院退院後、精神科への通院を継続していたが上記症状が再燃し。入院加療が必要な状態と判断されるも同院に空床がなく、知人伝いで胆江病院(岩手県水沢市)を紹介され、S57.11.4同院を初診。以後、症状は慢性的で退院が困難であり、身体疾患の治療による転入院にて、同院へ3回の入院歴がある。
　八戸市内の病院へ転院し、施設入所を目標として治療を継続することとなり、保護者である長姉が通院する当院へ相談が行われ、H28.11.29当院を初診。同日、当院1回目の任意入院。当院で入院加療後はH29年から長生園に入所中。
　入所後も粗暴行為や介護拒否などがあり、外来通院しながら薬剤調整していたが、R2年11月に徘徊や大声、スタッフへの暴力行為などの逸脱行動あり。12/18～リスペリドンを1日3回定期内服としていた。2/10受診で、服薬調整後も幻聴や幻視などがあり、2人部屋の同室者に対する被害妄想があり、壁をたたくなどの粗暴行為がみられている。施設対応困難なため、入院希望あり。
　11：06薬剤調整・症状改善目的にて、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。


日　　時：R3.2.24　16：10
氏　　名：的場　舞（まとば　まい）様
生年月日：平成4年12月2日（28）
病　　名：情緒不安定性パーソナリティ障害
性　　別：女性
診 察 医：田名部Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東Aユニット9号室

(経過）
　八戸市立市民病院精神科受診歴あるが、継続治療なし。R2.12.2より当院通院中であったが、R3.2.23に自宅で大量服薬したことが警察に別件で電話をした際に発覚。救急車要請され八戸市民病院救命センターにに即日入院となっている。翌日には状態は改善し、希死念慮もなくなっていたが、市民病院担当医より精神状態が不安定である可能性があるため、退院したら当院をそのまま受診させたいとの連絡あり。15時過ぎ、母親とともに来院する。
診察にて入院加療の必要性を説明するが、入院には直ちに同意は出来ない様子あり徐々に興奮が見られる。母親の同意を得て、16：07東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。入院に対する不満を訴え、不穏・興奮顕著。自傷他害の可能性があるため、施錠の必要性の説明を行い16:10より終日隔離開始となる。

